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【症例】60 歳代女性 

【主訴】なし 

【既往歴】脂質異常症、脂肪肝、GERD 

【内服】ランソプラゾール 15 mg (2008 年頃から) 

     ロスバスタチンカルシウム 2.5 mg 

【生活歴】飲酒：なし、喫煙：20～27 歳 3 本/日、現在禁煙 

【家族歴】祖父：肺癌、父：心筋梗塞、糖尿病、兄：胃癌 

【現病歴】 

2006 年 6 月より当院健診 EGD にて GERD、胃底腺ポリープを指摘。以後年１回健診 EGD

を施行され、徐々にポリープの増大を認めていた。2016 年健診 EGD で異常を指摘。 

【現症】身長：154.4 cm、体重：85 kg、BMI：35.8 

     胸腹部異常なし、口唇など明らかな皮膚の色素沈着なし 

                     

            （調査された項目のみで結構です。）

 【末梢血液像】  【生化学】

 ＷＢＣ(mm３) 5930  ＴＰ(g/dL）        7.2  Ｔ-ｃｈｏ(mg/dL)  211

 ＲＢＣ(mm３) 504  Ａｌｂ(g/dL)        4.4  ＢＵＮ(mg/dL)   11
 Ｈｂ(g/dL)　 　 14.9  Ｔ-Bil(mg/dL)    1  Ｃｒ(mg/dL)         0.69
 Ｈｔ(％)         44  ＧＯＴ(IU/L)      55  Ｎａ(mEq/L)        145
 その他  ＧＰＴ(IU/L)      62  Ｋ(mEq/L)          3.8
 その他  ＬＤＨ(IU/L)      241  Cl(mEq/L)      107
 その他  γ-ＧＴＰ(IU/L)  64  その他

 その他  その他

 【便潜血】  その他  その他

      （   －   ）  その他  その他  

【最終診断】 

Carcinoma in Peutz–Jeghers-type polyp, tub1, gastric type, pT1a (M), UL (-), ly (-), v (-), 

HM0, VM0 

 

 

 



    

  

 

 


